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 本マニュアルは、ドイツに本社を置くMeyton社製の電子標的及び電子標的集中管理システム

「SHOOT MASTER II」について、その運用方法を解説したものです。昨今のライフル射撃の

競技会において、電子標的の一括管理というものは無くてはならないものとなってきました。つ

まり、システムの正しい運用方法を身に着けておかなければ、競技会の開催自体が困難になると

言えるでしょう。このマニュアルが、少しでも競技会運営に役立つことを願っております。本書

では「SHOOT MASTER II」ソフトウェアに関する記述を中心に、それ以外のハードな面に関

しても基本事項を解説しています。 

 

おことわり 

 このマニュアルは、大阪府能勢町国体記念スポーツセンター射撃場に導入されているシステム

をもとに作成しております。なお、ルールに関する記述については、日本ライフル射撃協会発行

のライフル射撃競技規則2017年度版に準じたものとなっています。また、25mピストル・

25mラピッドファイアピストル種目については解説しておりません。 

日本学生ライフル射撃連盟関西支部 平成２８年度副幹事長 田上 諒（京都産業大学） 
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第１章 

電子標的の基礎知識 

 この章では、電子標的システムの構成や、普段のトレーニング時の利用方法について解説しま

す。競技会ではなく、普段の練習時に使用する場合もこちらをご参照ください。 
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1.1 電子標的システムの構成 

 Meyton社製電子標的システムは、下図のようにターゲットフレーム、コントロールPC、サーバ、ディスプ

レイコントローラ、プリンタ、一括管理用のPCなどから構成されています。各機器には、機器固有の番号で

あるIPアドレスが割り当てられており、射撃場内で１つのネットワークが構築されています。 

 

コントロールPC 

ターゲットフレーム 

ディスプレイコントローラ 

一括管理用PC 
プリンタ 

サ
ー
バ 

 ターゲットフレームとコントロールPCは射座ごとに1対1対応となっており、練習時には射手がコントロー

ルPCを操作することによって、種目の設定や試射・本射の切り替え、標的のズーム表示操作を行うことがで

きます。また、射撃の結果をプリンタで印刷することもできます。 

 競技会時には、一括管理用PCを使用することにより、各射座の選手名や種目設定、試射・本射の同時切り

替え、タイマーの設定、順位表の作成を行うことができます。また、一括管理を行うことが出来るので、本選

だけでなくファイナルもスムーズに行うことができます。 

 射手だけでなく観客にもリアルタイムな情報を表示するために、射撃場内には多数のモニタが配備されてい

ます。モニタに何を表示するかを制御する装置としてディスプレイコントローラが用意されており、この装置

とモニタを映像ケーブルで接続することによって、各モニタに様々な情報を表示できます。表示することが出

来る情報には、「各射座のコントロールPCの画面(CPC View)」「各射座の標的(Draw Target)」「ファイ

ナル順位表(issf Final)」などがあります。 
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ターゲットフレーム（Black Magic MF5R1） 1.1.1 

ターゲットフレーム本体（裏側） 

LEDフレーム（裏側） 

 ターゲットフレームは、いわば標的装置で、通過した弾の位置を計測しま

す。Meyton製電子標的は、光学式の測定方法を採用しており、左右上下か

ら発光される幾つもの赤外線LEDを使用して、弾の通過位置を正確に測定

します。測定精度は1/100ミリです。一定の速度以下の通過物は測定され

ませんので、野外で虫が通過した場合でも、誤反応しません。 

 10m種目と50m種目では、同じターゲットフレームを使用できます。

よって、例えば50m射場においてもフレームの設置場所を変更することに

よって、10m種目競技を実施することができます。 

 10m射場用ではオプションとして、LEDフレームを装着することができ

ます。これにより、標的の光量を自由に設定することができます。 

 実際に射撃をする際には、標的黒点部分がくり抜かれた標的台紙（フロン

トマスク）を取り付ける必要があります。また、競技会では必要に応じて、

弾痕の証拠を残すためフレームの裏側にバックターゲットを挿入します。 

サ
イ
ク
ロ
ン
式 

弾
回
収
器 

バ
ッ
ク 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

フレーム本体 
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１０ｍ用 ５０ｍ用 

弾の通過方向 弾の通過方向 

10m及び50mのターゲットフレームを上から見たイメージ図 
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配線イメージ図 
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 Black Magic MF5R1の仕様は以下の通りです。 

測定可能領域 182mm × 182mm 

外形寸法 35.5cm × 35.5cm × 6.3cm 

測定方式 光学測定100% (センサ数：192) 

防塵 あり 

入出力 C146 (電源供給及びTCP/IP通信) 

ISSF電子標的テスト フェーズ2合格 

 Black Magic MF5R1のオプション品として、以下のようなものがあります。 

ターゲットチェンジャー 

エアライフルとエアピストルの標的台紙を自動で変更してくれる装置で

す。人が手動で交換する手間がありません。大阪府能勢射撃場では導入

されていません。 

弾痕証明保存装置(ロール紙タイプ) 

Meytonのターゲットフレームは、通常フレームの裏にバックターゲッ

トを挿入して弾痕証明を行いますが、1発ごとの弾痕を正確に残したい

場合は、この装置を利用します。1発撃ち込まれると、自動的にロール

紙が下がります。ISSF電子標的テストのフェーズ1に合格しています。

大阪府能勢射撃場では普段は導入されていませんが、競技会に応じて取

り付けることができます。 

信号付きLEDフレーム 

通常のLEDフレームに加えて、25mピストル種目等で使用できる

「赤」と「緑」の信号が取り付けられています。大阪府能勢射撃場では

導入されていません。 
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コントロールPC（CPC） 1.1.3 

コントロールPC 

(プロフェッショナルタイプ) 

コントロールPC(裏側) 

(プロフェッショナルタイプ) 

射手用リモコン 

 コントロールPCは、射手の手元に存在するPCです。プロフェッショナ

ルタイプとエコノミックタイプの２種類がありますが、通常の射撃場では

プロフェッショナルタイプが導入されています。内蔵OSはLINUXです

が、射手は手元のリモコンで簡単に操作をすることができます。 

 プロフェッショナルタイプは、モニタとコンピュータ本体が一体となっ

ており、防塵仕様となっています。本体背面には、電源スイッチ、リモコ

ン接続端子、LANケーブル接続端子などがあります。モニタは、カラー

表示となっています。 

 通常の標的画面では、左半分に点数の情報や種目名、右半分に弾着位置

が表示されます。また、右上部分には射座番号が表示されます。競技会の

時は、上側に射手名が表示されたり、左下の部分にタイマーも表示されま

す。 
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LANケーブル 

(データ通信) 

電源コンセントへ 

電源ケーブル 

(電源供給) 

配線イメージ図 

ターゲットフレーム（Black Magic XL） 1.1.2 

 Meyton社では、Black Magic XLというターゲットフレームも開発さ

れており、1.1.1節で紹介したフレームよりも大きなサイズとなっていま

す。こちらは25m・50m・100m種目用です。 

 大阪府能勢射撃場では導入されていません。 
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 大阪府能勢射撃場には旧タイプのコントロールPCが導入されています。新タイプのコントロールPCは以下

の３つのラインナップがあります。 

ESTA-Pro 

 通常使用されるコントロールPCです。 

使用可能射撃場 屋内および屋外射撃場 

防塵・防水 IP54準拠 

画面サイズ 13.3インチ 

解像度 1920 × 1080 

プロセッサ デュアルコアプロセッサ 

RAM 4GB 

入出力 
USB × 2 (リモコンなど) 

RJ45(LAN) × 1 (TCP/IP通信) 

ESTA-Control 

 ディスプレイが無く、本体システムのみが内蔵されています。外部のディスプレイに接続することで、使用

することができます。 

使用可能射撃場 屋内射撃場 

プロセッサ デュアルコアプロセッサ 

RAM 4GB 

入出力 

USB × 8 (リモコンなど) 

RJ45(LAN) × 1 (TCP/IP通信) 

HDMI × 1 (画面表示) 

ESTA-Mobile 

 WiFiに対応したノートPCやタブレット、スマートフォンをコントロールPCとして使用できます。特別なア

プリケーションを必要とせず、ブラウザ上で動作します。練習用射撃場などで1射座で使用する場合に便利で

す。 
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ディスプレイコントローラ 1.1.4 

ディスプレイコントローラ 

表示例(Draw Target) 

表示例(CPC View) 

表示例(issf Final) 

 ディスプレイコントローラは、観客用モニタの制御を行う装置です。複

数射座の着弾表示に適したDraw Targetモードや、各射座のコントロール

PCの画面を表示するCPC Viewモード、ファイナルのスコアボードを表示

するissf Finalモードなどがあります。 

 サーバから受け取った情報は、ディスプレイコントローラ本体内で計算

されて表示されるため、射手が撃ってから若干の遅延が発生する場合があ

ります。例えば、CPC Viewモードの場合、射手手元のコントロールPCに

表示されているタイマーと、ディスプレイコントローラのタイマーとは誤

差があり、ディスプレイコントローラ側のタイマーは正確ではありません

ので、注意してください。 

 映像は、D-Subミニ15ピンで出力されます。テレビ等で、D-Sub入力

に対応していない場合は、別途HDMI変換アダプタが必要となります。ま

た、テレビ等の場合、LANケーブルを誤ってテレビ側のLAN端子に接続し

ないように注意してください。 

モニタやテレビなど 

ディスプレイコントローラ 

映像ケーブル 

電源コンセントへ 

電源ケーブル 

(電源供給) 

サーバへ 

LANケーブル 

(データ通信) 

配線イメージ図 

誤ってテレビのLAN端子

に差し込まないこと 

正解 

LAN端子の間違い例 



 

-16- 

プリンタ 1.1.5 

プリンタ 

 プリンタを導入することで、各射座の結果を印刷することができます。

また、一括管理用PCからの命令により、順位表やログデータを印刷するこ

ともできます。 

 国内で販売されている一般的なプリンタであれば使用できますが、LAN

ケーブルが接続できること、Post Scriptに対応していることが条件となり

ます。 

プリンタ 

電源ケーブル 

(電源供給) 

LANケーブル 

(データ通信) 

電源コンセントへ 

サーバへ 

配線イメージ図 

一括管理用PC 1.1.6 

PC 

 一括管理用PCを導入することで、競技会などで一斉に射座コントロール

PCの制御を行うことができます。また、各射座への選手の割り当てや、順

位の集計等を行うこともできます。 

 OSはLinuxである必要があります。Meyton社から供給されたPCの場

合、キーボード配列がドイツ語となっていますので、注意してください。 

 誤操作防止のため、マウスを接続して操作することをお勧めします。 

PC 

電源ケーブル 

(電源供給) 

LANケーブル 

(データ通信) 

電源コンセントへ 

サーバへ 

配線イメージ図 
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